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カーカボネートジオール(以下 PC-glycoｌと略記)である 1，6-ヘキサンジオールを原料とする PC-glycol は、
その高い結晶性を持ち、得られるポリウレタンの柔軟性に劣り、使用が制限されるという課題を有する。本
研究では柔軟性に優れる PC 系ポリウレタンを創製するための基礎的な知見を見いだすことを目的に、構




第 2 章では、「異なるメチレン連鎖長を持つ PC-glyco１の合成」について述べた。メチレン連鎖数が 3 か









になった。さらに、広角 X 線回折(WAXS)図はメチレン連鎖長が３である Pc-glycol では非晶質ハローのみ
を、５の PC-glycol においては不規則な小さな結晶ピークを示した。この WAXS データからのコンピュータ









る TPE は、奇数である PC-glycol を基材とする TPU と比較して、引張り強さ、破断強度ともに大きな値を示
した。また、メチレン連鎖数が偶数の PC-glycol を基材とする TPU は伸長配向結晶化が顕著に表れた。そ





BD/HD を 0/100、50/50、70/30、90/10 とした。0/100、90/10 の PC-glycol は常温で固体,50/50、70/30 のそ
れは常温で液体であった。これらの PC-glycol から合成した TPU は、1，4-BD 成分が多くなるほどガラス転
移温度 Tg は上昇した。これはカーボネート基の増加による、ミクロブラウン運動性の低下したためである。
1，4-BD 成分が多くなるほど、TPU の Tg と原料である対応する PC-glycol の Tg との差は小さくなリ、ハード
セグメントの融点は上昇した。この結果はミクロ相分離の進行を示唆している。伸長配向結晶化の挙動は
固体 Pc-glycol 基材 TPU のみに観察され、液状 PC-glycol 系では見られなかった。 
第 6 章では、本研究の総括を行うとともに、今後の展望について述べた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
